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今年も元気で４世代の春
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月　日 委員会名 出　　席　　者
9月29日 議会広報編集特別委員会 委員６人、議長
10月 6日 議会運営委員会 委員５人、議長
10月 6日 議会広報編集特別委員会 委員５人、議長
10月 7日 議会活性化調査特別委員会 委員７人、議長
10月13日 議会広報編集特別委員会 委員５人、議長
10月26日 議会広報編集特別委員会研修（東京） 委員５人
11月 2日 決算審査特別委員会 委員１４人、議長
11月 4日 決算審査特別委員会 委員１４人

11月24日、25日 総務文教福祉常任委員会（視察－箕面市・小矢部市） 委員８人（うち議長も含む）
11月28日 議会活性化調査特別委員会 委員８人、議長
11月30日 議会運営委員会 委員６人、議長
11月30日 下水道事業対策特別委員会 委員９人（うち議長も含む）
12月 6日 議会広報編集特別委員会 委員６人、議長
12月 7日 総務文教福祉常任委員会 委員８人（うち議長も含む）
12月 8日 産業建設住民常任委員会 委員８人、議長
12月14日 議会運営委員会 委員６人、議長
12月20日 議会運営委員会 委員６人、議長
12月26日 議会広報編集特別委員会 委員５人、議長

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
中
は
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
議

員
活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

リ
オ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
の

活
躍
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
夢
と

期
待
が
膨
ら
む
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
４
月
の
熊
本
地
震
や
10

月
の
鳥
取
県
中
部
地
震
な
ど
、
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
近
い
将
来

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
、
議
会
と
し
ま
し
て

も
町
当
局
と
一
体
に
な
り
、
防
災
対
策
に

尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
わ
が
町
で
は
、
き
び

森
の
保
育
所
が
開
所
し
、
新
た
な
子
育

て
支
援
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
・
過

疎
化
が
進
む
中
、
人
口
減
少
を
食
い
止

め
、
住
民
の
福
祉
向
上
と
、
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
町
民
の

代
表
と
し
て
の
認
識
に
立
ち
、
皆
さ
ま

方
の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ

く
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
さ

ま
に
と
っ
て
明
る
く
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

議　長

佐々木 裕哲
副議長

岡　　省 吾
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「次世代エネルギーパーク計画」に認定！

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か

ら
20
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
し
、
本
定
例
会
に

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
原
案
の
通
り
可
決
し
ま

し
た
。
な
お
、
平
成
27
年
度
決
算
も
認
定
し
ま

し
た
。

有
田
川
町
議
会
平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
２
日
開
会
の
予
定
で
、
一
般
質
問
は
３
月

15
日
・
16
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

１．殿　井　　　堯 … ４ページ

２．辻　岡　俊　明 … ５ページ

３．小　林　英　世 … ６ページ

４．増　谷　　　憲 … ７ページ

５．堀　江　眞智子 … ８ページ

５
議
員
が
質
問

新エネルギー大賞　銀賞も受賞！
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殿 　 井 　 　 　 堯

町 長

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く

里
道
水
路
の
補
修
対
策
は

質
問　

た
め
池
か
ら
水
田
へ

の
水
路
壁
は
石
垣
積
み
に
な

っ
て
い
る
。
年
数
の
経
過
と
と

も
に
、
崩
壊
や
水
が
あ
ふ
れ
る

な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

里
道
水
路
は
地
元
区
の
管

理
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
維

持
し
て
い
く
に
は
厳
し
い
状

況
が
あ
る
。
支
援
対
策
を
問

う
。

町
長　

里
道
は
、
地
元
区
に

維
持
管
理
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

　

災
害
な
ど
に
よ
る
被
害
が

生
じ
た
場
合
、
生
コ
ン
な
ど

の
支
給
を
行
い
、
地
元
区
民

に
補
修
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
補
修
や
復
旧

な
ど
の
政
策
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
、
後
継
者
不
足
な
ど

か
ら
維
持
管
理
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

質
問　

里
道
は
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
補
修
を

す
る
と
な
る
と
膨
大
な
予
算

が
発
生
す
る
。

　

ま
た
、
地
元
区
民
で
の
補

修
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

県
の
補
助
金
な
ど
を
使
い
、

対
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

建
設
環
境
部
長　

県
の
補
助

事
業
な
ど
で
検
討
し
て
い
く
。

町 長

効
率
的
に
運
営
で
き

問
題
に
早
く
対
応
で

き
る

機
構
改
革
の
成
果
は

質
問　

平
成
24
年
度
に
部
長

制
度
（
機
構
改
革
）
を
取
り

入
れ
５
年
が
経
過
し
た
。

　

意
思
決
定
が
早
く
で
き
る

よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
組

織
改
革
で
あ
る
。

　

そ
の
成
果
と
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

町
長　

部
長
制
度
を
取
り
入

れ
、
決
裁
の
権
限
を
部
長
に

与
え
、
効
率
的
に
運
営
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
体
制

で
、
各
部
長
が
軸
に
な
り
、

早
期
に
問
題
が
解
決
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

質
問　

部
長
制
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
職
員
同
士
の
意
思

疎
通
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
二
川
ダ
ム
の
小

水
力
発
電
な
ど
は
、
そ
の
成

果
を
大
き
く
あ
げ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

今
後
も
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。

建
設
環
境
部
長　

二
川
ダ
ム

の
小
水
力
発
電
は
年
間
目
標

４
３
７
０
万
円
程
度
の
収
入

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

現
時
点
で
稼
働
し
て
９
カ

月
程
に
な
る
が
、
３
６
３
０

万
円
の
収
入
が
あ
る
。

　

経
費
を
引
い
た
収
益
は
、

学
校
教
育
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
な
ど
に
充
て
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

里道水路の補修対策里道水路の補修対策
機構改革の成果は機構改革の成果は

石垣が崩壊している水路

注目をあつめている二川小水力発電所
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辻 　 岡 　 俊 　 明

町 長

危
険
度
の
高
い
池
か

ら
改
修
す
る

危
険
な
「
た
め
池
」
対
策
は

質
問　

県
と
市
町
村
は
、
県

内
の
「
た
め
池
」
２
１
９
０

カ
所
を
点
検
し
た
。
そ
の
中

で
特
に
危
険
性
が
高
く
詳
細

な
調
査
が
必
要
な
「
た
め

池
」
が
１
１
０
カ
所
あ
る
。

　

そ
こ
で
平
成
29
年
度
よ
り
、

こ
の
１
１
０
カ
所
の
「
た
め

池
」
に
つ
い
て
、
詳
細
な
調

査
を
行
い
、
改
修
工
事
の
方

法
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
町
内
に
は
こ
れ
に

該
当
す
る
「
た
め
池
」
は
何

カ
所
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
改
修
工
事
の

費
用
分
担
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

町
長　

町
内
で
は
、
１
３
４

カ
所
を
調
査
し
、
特
に
危
険

性
が
高
く
、
優
先
的
に
詳
細

調
査
が
必
要
な
「
た
め
池
」

は
計
５
カ
所
あ
る
。

　

「
た
め
池
」
改
修
工
事
は

県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

費
用
分
担
は
、
全
面
改
修
の

場
合
、
国
が
55
％
、
県
が
35

％
、
町
と
受
益
者
が
各
５
％

と
な
る
。

　

部
分
改
修
の
場
合
は
、
国

が
55
％
、
県
が
40
％
、
町
と

受
益
者
が
各
2.5
％
と
な
る
。

建
設
環
境
部
長　

５
カ
所
の

「
た
め
池
」
は
、
吉
備
地
区

内
に
あ
る
「
矢
熊
池
」
、
金

屋
地
区
内
に
あ
る
「
三
ツ
池

下
」
「
九
鬼
の
登
池
」
「
小

川
の
新
池
」
「
能
蔵
上
池
」

で
あ
る
。

　

「
矢
熊
池
」
「
三
ツ
池

下
」
「
小
川
の
新
池
」
は
詳

細
な
調
査
を
要
望
予
定
で
あ

る
。

　

「
九
鬼
の
登
池
」
は
、
下

流
域
に
人
家
が
な
い
の
で
検

討
中
。

　

「
能
蔵
上
池
」
は
親
子
池

で
あ
り
、
「
能
蔵
下
池
」
で

は
、
部
分
改
修
工
事
を
実
施

し
て
い
る
の
で
上
池
の
水
位

を
下
げ
る
方
向
で
地
元
と
協

議
中
で
あ
る
。

く
の
か
。

町
長　

平
常
時
は
特
に
混
雑

す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し

大
会
開
催
時
に
は
、
選
手
な

ど
多
く
の
方
が
、
長
い
と
き

で
20
分
前
後
の
待
ち
時
間
と

な
る
。

　

一
方
、
建
屋
内
な
ど
に
は
、

現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
ト
イ

レ
が
２
基
あ
る
の
で
、
混
雑

時
は
こ
の
２
カ
所
の
利
用
を

勧
め
て
状
況
を
見
る
。

質
問　

コ
ー
ト
上
で
不
慮
の

事
故
や
不
都
合
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
も
、
管
理
人
室
か
ら

は
見
え
ず
、
即
座
に
対
応
で

き
な
い
。

　

南
側
に
管
理
人
室
を
移
せ

ば
、
コ
ー
ト
が
見
渡
せ
て
管

理
面
で
も
大
変
よ
い
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
聞
く
。

町
長　

管
理
人
室
に
は
、
電

気
設
備
、
制
御
盤
な
ど
が
集

中
し
て
い
る
た
め
、
移
設
に

は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
。

　

将
来
的
に
は
、
大
規
模
改

修
時
に
女
子
ト
イ
レ
増
設
と

併
せ
て
検
討
し
た
い
。

町 長

大
規
模
改
修
時
に

女
子
ト
イ
レ
増
設

金
屋
テ
ニ
ス
公
園
施
設

整
備
改
修
は

質
問　

10
面
あ
る
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
は
、
よ
く
整
備
さ
れ
、

利
用
料
金
が
安
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
年
間
利
用
者
数
は
２

万
人
余
り
を
数
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
内
の
女
性
用
ト
イ
レ
は
、

便
器
が
２
基
し
か
な
く
、
大

会
時
に
大
変
不
便
で
あ
る
。

　

ト
イ
レ
増
設
を
希
望
す
る

多
く
の
声
に
ど
う
応
え
て
い

危険な「ため池」の対策はどうか危険な「ため池」の対策はどうか
金屋テニス公園施設整備改修を金屋テニス公園施設整備改修を

金屋テニス公園クラブハウス
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町 長

観
光
と
教
育
に
も

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー 

パ
ー
ク

今
後
の
計
画
は

質
問　

平
成
28
年
11
月
、
有

田
川
町
が
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク
と
し
て
、
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

か
ら
認
定
さ
れ
た
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
を

実
施
す
る
の
か
。

町
長 
全
国
で
64
番
目
、
和

歌
山
で
は
２
番
目
、
今
年
度

認
定
さ
れ
た
の
は
本
町
だ
け

で
あ
っ
た
。

　

旧
吉
備
町
時
代
の
風
車
に

始
ま
り
、
大
規
模
風
力
発
電

の
誘
致
、
太
陽
光
発
電
、
温

水
器
の
設
置
補
助
、
小
水
力

発
電
な
ど
多
岐
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ゴ
ミ
の
分
別
を

進
め
資
源
再
利
用
の
取
り
組

み
も
評
価
さ
れ
た
。

　

今
後
、
認
定
に
ふ
さ
わ
し

い
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設

置
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、

観
光
や
教
育
に
生
か
し
た
い
。

質
問　

観
光
や
教
育
に
ど
う

活
用
す
る
の
か
。　

町
長　

観
光
は
、
再
エ
ネ
施

設
と
従
来
の
観
光
施
設
を
結

び
つ
け
、
さ
ら
に
有
田
地
域

全
体
を
含
む
ル
ー
ト
を
つ
く

り
た
い
。

　

教
育
は
、
副
読
本
に
教
材

と
し
て
掲
載
す
る
。
再
エ
ネ

や
省
エ
ネ
の
理
解
が
進
む
よ

う
取
り
組
む
。

町 長

活
用
を
検
討
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は

質
問　

今
回
の
認
定
さ
れ
た

計
画
書
に
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
が
含
ま
れ
て
い

な
い
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
発

電
や
熱
源
と
し
て
全
国
各
地

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用

す
る
た
め
に
も
検
討
す
べ
き

だ
。

町
長　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
※
）
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。

　

施
設
更
新
時
、
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
検
討
し
た
い
。

町 長

予
算
を
２
倍
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
加
速
を

質
問　

今
回
の
認
定
を
機
に
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
加
速

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
来
年
度

予
算
を
２
倍
に
し
た
。
平
成

34
年
度
に
は
町
内
す
べ
て
の

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
た
い
。

町 長

活
用
を
検
討
す
る
が

難
し
い

ふ
る
さ
と
納
税

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

謝
礼
品
競
争
に
な
っ
て
い
る

面
も
あ
る
が
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
に

も
な
り
、
経
済
効
果
も
あ
る
。

　

し
か
し
本
来
は
、
ふ
る
さ

と
を
応
援
す
る
制
度
な
の
で
、

謝
礼
品
目
当
で
な
く
、
ふ
る

さ
と
応
援
の
納
税
を
増
や
す

取
り
組
み
も
必
要
で
は
な
い

か
。

　

例
え
ば
、
奨
学
金
制
度
を

創
設
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
で

運
用
す
る
の
は
ど
う
か
。

町
長　

創
設
と
な
れ
ば
基
準

の
設
定
、
審
査
、
償
還
な
ど

の
事
務
が
多
岐
に
わ
た
り
膨

大
に
な
る
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
が

将
来
的
、
経
常
的
に
安
定
し

た
収
入
で
あ
る
か
ど
う
か
考

慮
し
、
総
合
的
に
判
断
す
る

と
、
町
独
自
に
創
設
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
切
り
離

し
て
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。

質
問　

中
学
生
海
外
研
修
の

財
源
と
し
て
使
え
な
い
の
か
。

町
長　

中
学
生
海
外
研
修
の

財
源
は
、
合
併
地
域
振
興
基

金
を
今
後
も
活
用
す
る
。

要
望　

固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
ず
、柔
軟
に
検
討
さ
れ
た
い
。

※
排
出
さ
れ
る
Co2
と
吸
収
さ

れ
る
Co2
が
同
じ
量
と
す
る

考
え
。

次世代エネルギーパーク次世代エネルギーパーク
ふるさと納税ふるさと納税

小 　 林 　 英 　 世



－ 7－

第４４号 平成２９年２月有田川町議会広報

福祉保健部長

平
成
29
年
度
は
今
の

サ
ー
ビ
ス
を
続
け
た
い

要
支
援
１
・
２
の
方
の

今
後
は

質
問　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に

来
て
も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
や
、

特
養
施
設
な
ど
へ
行
く
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
始
ま
る
新
し
い
事
業
計

画
（
３
年
間
）
の
中
で
、
報

酬
単
価
の
切
り
下
げ
や
上
限

額
の
設
定
が
計
画
さ
れ
て
い

る
た
め
、
現
行
と
同
じ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

の
で
は
。

福
祉
保
健
部
長　

平
成
29
年

度
は
現
行
水
準
の
サ
ー
ビ
ス

を
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問　

和
歌
山
県
は
、
要
介

護
認
定
率
が
全
国
ト
ッ
プ
で

あ
る
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
人
を
減
ら
そ
う
と

し
て
い
る
。

　

国
は
、
介
護
認
定
率
を
引

き
下
げ
た
と
こ
ろ
へ
は
、
補

助
金
を
増
額
す
る
。

　

認
定
率
を
下
げ
る
た
め
に

そ
の
人
の
状
態
を
考
え
ず
強

引
な
自
立
へ
の
取
り
組
み
を

し
な
い
よ
う
求
め
る
。

福
祉
保
健
部
長　

一
人
ひ
と

り
の
状
態
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
の
で
強
引
に

進
め
る
こ
と
は
な
い
。

質
問　

平
成
30
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
基
準
額
は
い
く
ら

に
な
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

今
の
と
こ

ろ
基
準
額
の
想
定
は
行
っ
て

い
な
い
。

住民税務部長

今
の
税
額
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い

国
保
の
税
額
は
い
く
ら
に
な

る
の
か

質
疑　

平
成
30
年
度
か
ら
国

保
運
営
の
中
心
を
県
が
担
う
。

　

今
後
、
県
は
税
額
の
目
安

を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
国
保
税
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。

住
民
税
務
部
長　

県
下
の
税

の
水
準
か
ら
み
て
、
今
の
税

額
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

質
問　

国
保
基
金
を
使
い
、

１
世
帯
１
万
円
の
国
保
税
引

き
下
げ
を
求
め
る
。

町
長　

現
状
の
ま
ま
で
い
き

た
い
。
収
支
で
余
剰
金
が
出

れ
ば
税
を
抑
え
た
い
。

質
問　

医
療
費
抑
制
の
た
め
、

適
正
化
計
画
で
は
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
か
。

住
民
税
務
部
長　

特
定
健
診

受
診
率
の
ア
ッ
プ
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進

な
ど
で
あ
る
。

町 長

間
伐
材
利
用
に
つ
な

が
れ
ば
考
え
た
い

薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
の
助
成
制

度
を

質
問　

間
伐
材
の
90
％
以
上

が
山
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。

医療、介護の抑制では医療、介護の抑制では
住民の命は守れない住民の命は守れない

増 　 谷 　 　 　 憲

こ
れ
を
熱
源
と
す
る
、
薪
ス

ト
ー
ブ
の
設
置
補
助
を
創
設

さ
れ
た
い
。

　

岩
手
県
西
和
賀
町
で
は
、

全
世
帯
の
半
分
に
設
置
す
る

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
煙
な
ど
の
対
策
に

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト

ー
ブ
普
及
の
た
め
の
環
境
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
対
応
で
き
る
。

町
長　

間
伐
材
の
利
用
に
つ

な
が
る
の
で
あ
れ
ば
進
め
た

い
。

　

さ
ら
に
温
泉
施
設
の
改
修

時
に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
を
考
え
て

い
る
。

特別養護老人ホームしみず園

薪ストーブの普及を
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町 長

わ
が
町
に

同
和
地
区
は
な
い

実
態
調
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
が

質
問　

国
と
地
方
自
治
体
の

同
和
対
策
事
業
は
、
32
年
間

で
16
兆
円
が
費
や
さ
れ
、
部

落
問
題
は
、
ほ
ぼ
解
決
で
き

る
段
階
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
議
員
立

法
の
「
部
落
差
別
解
消
推
進

法
案
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
逆
行
す
る
も
の
だ
。

表
現
の
自
由
を
侵
害
し
、
私

的
制
裁
そ
の
も
の
で
あ
る

「
糾
弾
」
を
合
法
化
し
、
国

民
的
融
合
を
と
げ
て
い
く
と

き
に
大
き
な
妨
げ
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

旧
吉
備
町
で
は
、
１
９
７

０
年
に
国
の
モ
デ
ル
事
業

「
ド
ー
ン
計
画
」
が
実
施
さ

れ
た
。

　

そ
れ
が
、
現
在
の
有
田
川

町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　

参
議
院
法
務
委
員
会
で
の

参
考
人
質
疑
で
、
「
同
和
事

業
が
終
結
し
14
年
も
経
過
す

る
と
、
い
ま
や
同
和
関
係
者

な
ど
を
特
定
す
る
こ
と
は
困

難
だ
。
部
落
差
別
は
、
今
日

で
は
す
で
に
消
滅
及
び
過
去

の
歴
史
的
概
念
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
実
体
と
し
て
現
実
を

把
握
し
が
た
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

法
案
に
明
記
さ
れ
て
い
る

実
態
調
査
は
、
旧
同
和
地
区

住
民
を
洗
い
出
し
、
行
き
過

ぎ
た
意
識
調
査
に
よ
っ
て
そ

れ
自
体
が
国
民
の
心
情
を
侵

害
し
、
分
け
隔
て
な
く
生
活

し
て
い
る
住
民
の
間
に
新
た

な
壁
を
つ
く
り
出
す
危
険
性

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
回
の
法
案
に
つ

い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な

認
識
と
見
解
を
も
た
れ
て
い

る
の
か
。

町
長　

同
和
問
題
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
、
住
民
主
導
に

よ
る
自
主
的
な
町
づ
く
り

「
ド
ー
ン
計
画
」
に
よ
り
、

平
成
８
年
度
に
完
結
し
た
。

　

有
田
川
町
に
は
、
す
で
に

同
和
問
題
は
存
在
し
な
い
と

今
ま
で
ず
っ
と
言
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
法
案
が
、
今

出
て
き
た
こ
と
自
体
、
本
当

に
悲
し
い
こ
と
だ
と
い
う
感

じ
を
持
っ
て
い
る
。

　

有
田
川
町
は
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
を
主
眼
に
い
ろ
ん

な
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

こ
こ
何
年
か
国
や
県
か
ら

地
域
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

が
来
た
が
、
一
貫
し
て
「
う

ち
の
町
に
同
和
地
区
は
な
い
。

回
答
は
控
え
る
」
と
い
う
方

向
で
や
っ
て
き
た
。
今
ま
で

苦
労
し
て
同
和
問
題
を
完
結

し
て
く
れ
た
方
々
の
た
め
に

も
、
う
ち
の
町
は
こ
れ
か
ら

も
そ
の
方
向
で
進
ん
で
い
く
。

質
問　

町
長
は
今
後
も
こ
の

姿
勢
で
い
く
の
か
。

町
長　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

「部落差別解消推進法案」「部落差別解消推進法案」
の認識を問うの認識を問う

堀 　 江 　 眞 智 子

ドーン計画の記録「夜明けをめざして」
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◎一般会計補正予算（第５号）　１億２，３２２万５千円
【主な事業を紹介します】

項　　　　　目 金　額 主　　な　　事　　業

総　務　費

情報通信基盤施設費 ６９０ 関西電力電柱移設に伴う委託費

過疎対策費 ５００ 旧消防庁舎棟改修工事
（シルバー人材事務所以外に集会所としても活用）

地域住民生活緊急支
援交付金事業費 １６５０ 旧田殿保育所改修工事

（地域活性化施設として活用するため）

民　生　費 社会福祉総務費 ９９００ 臨時福祉給付金支給
（住民税非課税の方を対象　約 6600 人）

衛　生　費 環境衛生費 ２２４ アレックで省エネルギーに関するイベントを開催

商　工　費 観光費 ７１ さがりの滝［上湯川］周辺整備（観光協会補助）

教　育　費

小学校管理費 ９６５ 八幡小、石垣小の学級新設などのため

中学校管理費 ３７５ 八幡中の学級新設などのため

学校建設費 ３０００ 金屋中トイレ改修工事（２階、３階のトイレ洋式化）

◎その他の補正予算
項　　　　　目 金　額 主　　な　　事　　業

一般会計補正予算（第３号） ５, ２１２ 台風１６号による災害復旧事業

一般会計補正予算（第４号） １, ８０５ 職員給与の改正

国民健康保険事業特別会計（第３号） ４６ 　　　〃

後期高齢者医療特別会計（第２号） ９ 　　　〃

介護保険事業特別会計（第２号） ４８ 　　　〃

簡易水道事業特別会計（第２号） ３１ 　　　〃

公共下水道事業特別会計（第２号） ３２ 　　　〃

農業集落排水事業特別会計（第２号） １５ 　　　〃

国民健康保険事業特別会計（第４号） ２４, ８０７ 療養給付費の増

後期高齢者医療特別会計（第３号） １, ３９３ 広域連合負担金の増

公共下水道事業特別会計（第３号） ６, ０００ 下水道工事箇所の増

かなや明恵峡温泉特別会計（第１号） ２６３ 券売機、更衣ロッカーの入替

台風16号台風16号によるによる災害復旧関連事業費災害復旧関連事業費にに５,２１２５,２１２万円万円
金屋中学校トイレ金屋中学校トイレなどなど改修工事費改修工事費にに３,０００３,０００万円万円

単位　万円

単位　万円
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質
疑　

旧
田
殿
保
育
所
改
修

は
、
工
事
費
と
測
量
設
計
費

を
入
れ
て
１
６
５
０
万
円
を

旧
田
殿
保
育
所
の
改
修
内
容
は旧田殿保育所　うら側

旧田殿保育所　正面から

予
算
化
。
今
回
の
工
事
内
容

は
ど
う
か
。

総
務
政
策
部
長　

施
設
内
に

裏
の
道
へ
抜
け
ら
れ
る
通
路

を
造
る
。
ト
イ
レ
の
改
修
工

事
や
下
水
道
の
引
き
込
み
工

事
も
行
う
。

質
疑　

こ
の
施
設
へ
の
投
資

は
今
回
で
終
わ
り
か
。

総
務
政
策
部
長　

今
後
、
大

規
模
な
改
修
な
ど
が
必
要
に

な
れ
ば
検
討
し
た
い
。

質
疑　

施
設
内
の
通
路
は
必

要
か
。
通
路
の
要
望
は
区
か

ら
出
さ
れ
た
の
か
。

総
務
政
策
部
長　

地
元
と
協

議
を
す
る
中
で
通
路
が
ほ
し

い
と
な
っ
た
。

質
疑　

施
設
全
体
の
管
理
運

営
は
町
が
行
う
の
か
。
民
間

業
者
に
委
託
す
る
の
か
。

総
務
政
策
部
長　

民
間
業
者

に
す
べ
て
の
施
設
を
貸
与
し

て
運
営
し
て
も
ら
う
。

質
疑　

民
間
業
者
に
貸
与
す

る
場
合
、
ど
ん
な
業
者
に
ど
の

よ
う
な
基
準
で
決
め
る
の
か
。

総
務
政
策
部
長　

地
方
創
生

の
考
え
方
に
あ
っ
た
運
営
を

行
え
る
業
者
を
公
募
し
た
い
。

町
内
の
業
者
に
応
募
し
て
ほ

し
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算　

質
疑

第５号
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質
疑　

金
屋
中
学
校
の
ト
イ

レ
を
洋
式
に
す
る
改
修
工
事

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
、
小
中
学
校
、
保
育
所

の
ト
イ
レ
改
修
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

教
育
部
長　

小
中
学
校
全
体

で
現
在
は
、
校
舎
42
％
、
体

育
館
30
％
の
洋
式
化
率
。
全

国
平
均
は
43
．
３
％
。
今
後

も
洋
式
化
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　

藤
並
保
育
所
の
ト
イ

レ
（
便
器
）
は
十
分
設
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

園
児
が
増
え
て
朝

ト
イ
レ
に
行
く
と
き
に
混
雑

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
実
情

を
調
べ
て
改
修
し
て
い
き
た

い
。

条例の
一部改正

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

「
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
勤

勉
手
当
支
給
額
を
年
間
0.1
か

月
分
引
き
上
げ
」

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

「
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
育

児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子

の
範
囲
の
見
直
し
、
介
護
休

業
の
分
割
取
得
な
ど
」

●
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

「
町
民
税
に
お
け
る
医
療
費

控
除
の
特
例
創
設
、
環
境
性

能
に
優
れ
た
軽
四
輪
車
等
の

普
及
に
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の

１
年
延
長
、
延
滞
金
の
計
算

期
間
の
見
直
し
な
ど
」

質
疑　

医
薬
品
の
購
入
に
つ

い
て
も
医
療
費
控
除
の
特
例

措
置
が
設
け
ら
れ
た
の
か
。

住
民
税
務
部
長　

個
人
住
民

税
の
医
療
費
控
除
の
特
例
措

置
に
つ
い
て
、
現
行
の
医
療

費
控
除
は
、
所
得
の
５
％
か

10
万
円
の
ど
ち
ら
か
の
少
な

い
方
が
控
除
の
下
限
で
あ
っ

た
。
上
限
額
は
２
０
０
万
円
。

　

今
回
、
新
た
に
平
成
29
年

１
月
１
日
よ
り
平
成
33
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
健
康
診

断
な
ど
を
受
け
て
い
る
こ
と

を
要
件
と
し
て
、
以
前
は
医

師
が
処
方
す
る
医
療
用
で
あ

っ
た
医
薬
品
の
う
ち
、
市
販

薬
と
し
て
薬
局
な
ど
で
販
売

を
許
可
さ
れ
た
医
薬
品
を
購

入
し
た
場
合
、
そ
の
医
薬
品

の
購
入
額
が
年
間
１
万
２
千

円
を
超
え
た
場
合
、
８
万
８

千
円
を
限
度
に
所
得
か
ら
控

除
す
る
特
例
が
新
た
に
設
け

ら
れ
た
。

　

現
行
の
医
療
費
控
除
と
の

選
択
に
よ
り
特
例
措
置
を
適

用
す
る
。
施
行
は
平
成
30
年

１
月
１
日
か
ら
で
あ
る
。

保
育
所
・
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
は金屋中学校校舎トイレ

質
疑　

テ
ナ
ン
ト
の
利
用
は
、

ど
の
よ
う
な
団
体
や
個
人
を

想
定
さ
れ
る
の
か
。

総
務
政
策
部
長　

地
方
創
生

の
考
え
に
つ
な
が
る
利
用
者

と
思
っ
て
い
る
。

質
疑　

町
は
、
貸
与
す
る
民

間
業
者
か
ら
施
設
の
使
用
料

を
と
る
の
か
。

総
務
政
策
部
長　

運
営
費
は

民
間
事
業
者
が
負
担
し
、
利

益
が
出
れ
ば
使
用
料
を
い
た

だ
く
。

　

当
初
は
、
あ
る
程
度
の
資

金
投
資
が
必
要
と
な
る
の
で
、

一
定
期
間
の
免
除
を
考
え
て

い
る
。

質
疑　

施
設
を
使
う
起
業
家

や
テ
ナ
ン
ト
を
出
し
た
い
方

は
、
使
用
料
を
貸
与
業
者
に

払
う
の
か
。

総
務
政
策
部
長　

起
業
家
な

ど
は
、
貸
与
業
者
に
使
用
料

を
払
う
。

質
疑　

施
設
は
い
つ
か
ら
オ

ー
プ
ン
さ
れ
る
の
か
。

総
務
政
策
部
長　

平
成
29
年

夏
ご
ろ
に
オ
ー
プ
ン
を
考
え

て
い
る
。
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質
疑　

軽
自
動
車
税
の
グ
リ

ー
ン
化
特
例
と
実
績
に
つ
い

て
、
内
容
は
ど
う
か
。

住
民
税
務
部
長　

グ
リ
ー
ン

化
特
例
は
、
燃
費
性
能
が
優

れ
た
車
を
最
大
75
％
減
税
す

る
。
平
成
28
年
度
の
実
績
は
、

新
車
登
録
６
５
６
台
中
３
４

９
台
が
特
例
対
象
車
で
、
１

２
９
万
１
０
０
円
の
軽
減
。

こ
の
特
例
措
置
を
１
年
間
延

長
す
る
。
平
成
29
年
度
の
見

込
み
は
約
３
５
０
台
。

●
町
立
学
校
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

「
安
諦
中
学
校
廃
校
に
伴
う

改
正
」

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

「
所
得
税
法
の
改
正
に
伴
う

も
の
」

●
町
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

「
町
普
通
財
産
の
無
償
・
減

額
貸
し
付
け
の
項
目
に
地
域

活
性
に
資
す
る
と
町
長
が
認

め
る
と
き
。
を
加
え
る
」

●
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改

正
「
定
例
監
査
は
毎
年
９
月
か

ら
行
っ
て
い
た
の
を
８
月
に

行
う
こ
と
に
す
る
。
例
月
出

納
検
査
は
毎
月
25
日
か
ら
月

末
ま
で
の
間
行
っ
て
い
た
の

を
毎
月
20
日
か
ら
月
末
ま
で

の
間
に
行
う
と
す
る
」

規
約
の
変
更

財
産
の
処
分

●
有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組

合
規
約
の
改
正
に
関
す
る

協
議

「
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
関
す

る
事
務
か
ら
広
川
町
が
脱
退

す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
」

質
疑　

広
川
町
が
、
新
ゴ
ミ

処
理
施
設
建
設
費
の
膨
ら
み

で
事
務
組
合
か
ら
抜
け
る
こ

と
に
な
り
残
念
だ
。

　

新
し
い
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

建
設
は
、
最
終
的
に
い
つ
頃

な
る
か
。

町
長　

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
建

設
の
見
通
し
は
難
し
い
。
で

き
れ
ば
今
の
施
設
を
改
修
し
、

廃校になった安諦中学校

環境センター（ゴミ処理施設）
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●
町
道
１
０
１
１
号
線
の
認
定
（
下
津
野
地
内
）

　
　

延
長
93
ｍ
、
幅
員
６
ｍ

●
町
道
イ
ン
タ
ー
歩
道
橋
線
の
廃
止
（
天
満
地
内
）

人事案件

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意

　

牛
居 

美
佐 

氏
（
再
任
）

有
田
川
町
天
満

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
同
意

　

大
西 

恭
子 

氏
（
再
任
）

有
田
川
町
井
谷

　

堀
内 

尚
視 

氏
（
新
任
）

有
田
川
町
二
川

　

北
林 

利
樹 

氏
（
新
任
）

有
田
川
町
清
水

延
命
さ
せ
て
、
使
用
し
な
が

ら
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
は
じ
っ

く
り
考
え
て
い
き
た
い
。

質
疑　

仮
に
、
新
ゴ
ミ
処
理

施
設
の
建
設
費
が
安
く
つ
い

て
、
広
川
町
が
も
う
一
度
加

入
さ
せ
て
く
れ
と
言
っ
て
き

た
場
合
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

分
担
金
が
少
な
く
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
加
入
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今

の
時
点
で
再
加
入
は
な
い
と

考
え
る
。

質
疑　

湯
浅
町
・
広
川
町
の

有
衛
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
使
え

な
く
な
り
、
両
町
か
ら
有
田

周
辺
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
へ

の
加
入
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

平
成
23
年
６
月
22
日

の
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
で
、
当
町

議
会
に
お
い
て
湯
浅
町
や
広

川
町
が
加
入
す
る
こ
と
の
承

認
を
し
て
い
る
。

質
疑　

今
回
、
広
川
町
が
抜

け
る
こ
と
へ
の
感
想
は
ど
う

か
。

町
長　

遺
憾
に
思
っ
て
お
り

残
念
で
あ
る
。

質
疑　

以
前
の
概
算
建
設
費

は
53
億
円
だ
っ
た
が
、
そ
れ

が
90
億
円
か
ら
１
０
０
億
円

に
な
っ
た
の
で
広
川
町
は
抜

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
市

２
町
で
は
、
さ
ら
に
分
担
金

が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
、
有
田
市
と
有
田
川

町
で
今
の
施
設
の
延
命
措
置

を
と
っ
て
や
る
の
か
、
あ
る

い
は
有
田
市
と
有
田
川
町
、

湯
浅
町
で
新
ゴ
ミ
処
理
施
設

を
建
設
す
る
の
か
。

町
長　

私
は
管
理
者
で
は
な

い
が
、
新
し
い
ゴ
ミ
処
理
施

設
を
造
る
と
き
に
は
他
の
場

所
で
や
る
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
の
施
設
を
延
命
さ
せ
て

処
理
す
る
場
合
、
有
田
市
と

有
田
川
町
で
や
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。

●
有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組

合
の
財
産
処
分

「
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
関
す

る
事
務
の
財
産
の
う
ち
、
広

川
町
が
積
み
立
て
て
き
た
基

金
を
返
還
す
る
」

新
興
住
宅
地
内
の
道
路

取
り
外
さ
れ
た
歩
道
橋

道
路
線
の
認
定
・
廃
止
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企 画 財 政 課
●過疎地バス路線を長期的に運行でき
る対策を求める。
●ふるさと応援寄付金の見通しはどう
か。

●補助金の見直しは、今後も継続していく。
●今年度のふるさと応援寄付金は、前年
比60％以下の約１億円。今後、謝礼品
の数や取扱業者を増やしていきたい。

総 務 課 電子計算機器の台数合理化はできるの
か。

業務別に構成しなければならず、これ以
上の台数を減らすことは難しい。

税 務 課 和歌山地方税回収機構の実績はどうか。回収金額は４０９万円。町独自の差し押
さえは１６３件、前年度比1.7倍

住 民 課 後期高齢者医療保険制度の９割や8.5
割特例軽減を廃止した場合の影響は。

約３０００人が対象で、その個人負担税
の合計は約２６８０万円となる。

建 設 課
町営住宅の改修見通しは。 空き家になった時に補修を行う。しかし、

清水地域の一部住宅は、建築年度の古い
ものから取り壊していく。

環 境 衛 生 課 小水力発電施設は、他の地域でも設置
できないか。

難しい。しかし、民間業者が事業化に向
けた調査を行っている。

下 水 道 課
公共下水道事業債。返済のピークはい
つか。

平成34年がピークで、その時の返済額は
７億３０００万円。平成59年に完済する
見通し。

水 道 課 耐震性配水管の効果とコストは。 耐震効果はある。口径１５０ミリ以下な
ら、配水管のコストはあまり変わらない。

消 防 本 部

●住宅用火災警報器の設置基準は。
●消防職員の充足率はどうか。

●寝室と寝室に通じる階段には必ず設置
しなければならないが、台所だけに設置
している家庭もある。
●消防職員数は、国基準の63％で、今後
70％まで引き上げたい。

認
定
結
果
を

平
成
27
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計

決
算
を
認
定

　
　
　

次
年
度
へ
反
映

歳 出
１５９億
３０３７万円

議会費
1億1838万円　１％

総務費
13億9191万円

9％

民生費
44億４927万円
２7.9％

衛生費
12億4463万円

8％

労働費
5011万円　0.3％

農林水産業費
12億9950万円

8％

土木費
10億3537万円

6％

　消防費
7億5943万円
4.8％

教育費
10億6056万円

7％

災害復旧費
4億2946万円

3％

諸支出金
　１2億9686万円　８％

公債費
25億7924万円

16％

商工費　２億1565万円　１％

なお歳入歳出との差額６億２１５万円は翌年度へ繰り越しています。
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こ ど も 教 育 課

●田殿地区へ学童保育を設置する予定
はあるのか。
●きび森の保育所では、食堂は別棟に
あるので、雨の日の移動時はぬれる。
対応を求める。

●予定はないが、農繁期には、藤並学童
保育を利用している。

●きび森の保育所の雨よけ対策は検討し
ていく。

社 会 教 育 課

●平成29年度から清水コミュ二ティ
センター図書室を八幡中学校図書室
へ統合するが、地元への十分な事前
説明を行うよう求める。
●公民館館長・主事を公募してはどう
か。

●検討したい。
●今後検討していく。

産 業 課
農業の６次産業化グランドデザインと
は何か。

移住促進、特産物加工、農山村の自然や
体験を楽しむグリーンツーリズム、有害
獣対策の一環としてジビエの活用も考え
ている。

地 籍 調 査 課 町道敷地内個人名義の土地への対応は 名義変更手続等の対応は、建設課で行っ
ている。

商 工 観 光 課
プレミアム商品券を発行する機会があ
れば、発行方法や町民への周知方法・
時期について十分配慮するよう求める。

そのように対応したい。

長 寿 支 援 課 介護保険制度からはずれる要支援１，
２の方の対応を求める。

日常生活総合支援事業として市町村に移
管されるが、基準は現行のままである。

健 康 推 進 課
●乳幼児健康診査の受診率が１００％
になっていないが、どのように対応
しているか。
●特定健診の受診率は。

●乳幼児健康診査は保健師の訪問で対応
している。

●がん検診の受診率目標が35％、平成27
年度では達成できなかったが、平成28
年度は37％になる見込みである。

やすらぎ福祉課 福祉避難所の体制は。 認識が違う施設もあり、再確認する。

●
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・

各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
審
査
の
結
果

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計

歳
入
歳
出
の
全
決
算
を
認
定

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

 

　

委
員
長
報
告　

橋
爪 

弘
典

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会

で
付
託
さ
れ
た
16
件
の
平
成

27
年
度
決
算
議
案
に
つ
い
て
、

11
月
２
日
・
４
日
に
委
員
会

で
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
議
長
、
監
査

委
員
を
除
く
14
人
の
議
員
で

構
成
し
、
各
課
主
要
施
策
の

目
標
お
よ
び
成
果
報
告
書
を

中
心
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

お
も
な
質
疑
と
答
弁
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

歳 入
１６５億
３２５２万円

諸収入など
７億7607万円

４％

繰入金・繰越金
８億2910万円

５％

国庫支出金
14億1988万円

９％

県支出金
12億5679万円

８％町　債
　16億8480万円

10％

依存財源
73％

自主
　 財源
　　　27％

地方譲与税及
び各交付金
７億5087万円

５％

町　税
29億2264万円
１８％

地方交付税
68億 9237万円

41％
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11
月
24
日
と
25
日
に
総
務

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

24
日　

先
進
教
育
を
学
ぶ

　

大
阪
府
箕
面
市

　

・
多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

●
小
中
一
貫
教
育

　

有
田
川
町
の
学
園
構

想
は
、
幼
小
中
連
携
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
箕
面
市
で
は
、

各
学
年
の
連
続
性
を
重

要
視
し
、
小
中
連
携
型

と
施
設
一
体
型
の
両
方

で
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

し
か
し
、
学
年
の
連

続
性
を
保
つ
に
は
、
綿

密
な
連
携
が
必
要
で
あ

り
、
教
員
の
多
忙
化
が

ッ
ト
市
の
学
生
た
ち
が
、
歌

や
踊
り
を
披
露
し
、
質
問
を

投
げ
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
通
話
に
は
、
何
千

キ
ロ
も
離
れ
た
場
所
と
同
じ

空
間
を
共
有
で
き
る
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
小
規
模
校
な
ら

で
は
の
課
題
を
克
服
し
、
国

際
交
流
の
推
進
な
ど
、
大
い

に
活
用
で
き
る
も
の
と
確
信

し
ま
し
た
。

●
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
調
査

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
調
査
は
、

年
２
回
、
１
年
生
（
小
１
）

か
ら
９
年
生
（
中
３
）
ま
で

の
全
員
を
対
象
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
体

力
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
状

況
ま
で
も
調
査
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
っ
て
詳
細
な
分

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
授

業
改
善
や
研
修
に
活
用
し
て

い
く
積
み
重
ね
が
、
学
年
の

進
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
小

中
一
貫
教
育
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。

懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

●
国
際
交
流

　

箕
面
市
と
国
際
協
力
都
市

提
携
を
結
ん
で
い
る
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ハ
ッ
ト
市

の
中
学
生
と
、
ビ
デ
オ
通
話

サ
ー
ビ
ス
（
現
地
と
中
継
）

を
使
っ
て
交
流
し
ま
し
た
。

　

画
面
の
向
こ
う
で
は
、
ハ

25
日　

共
生
型
福
祉
を
学
ぶ

　

富
山
県
小
矢
部
市

　

・
小
矢
部
市
役
所

　

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

「
わ
く
わ
く
小
矢
部
」

●
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

年
齢
や
障
害
の
有
無
に
関

わ
り
な
く
、
誰
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
一
緒
に
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
、
そ
れ
が

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成

５
年
に
３
人
の
女
性
の
方
が

富
山
市
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
で
１
４
９
８

施
設
が
、
富
山
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
わ
く
わ
く
小
矢
部
」
視
察

　

「
わ
く
わ
く
小
矢
部
」
は
、

閉
鎖
し
た
病
院
の
１
階
部
分

を
利
用
し
、
民
間
非
営
利
団

体
が
運
営
す
る
施
設
で
す
。

　

内
部
に
は
、
談
話
ス
ペ
ー
ス

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
を
設
け
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
取

り
入
れ
て
、
地
域
の
い
こ
い
の

場
と
し
て
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
状
態
は
安
定
し
て
お

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設

づ
く
り
を
20
人
の
職
員
で
心

が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
、
福
祉
施
策
は
、
地

域
の
支
え
合
い
と
共
生
型
社

会
の
実
現
を
求
め
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
富
山
型
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
は
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル

と
し
て
非
常
に
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

総
務
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
林　

英
世

委員会
レポート

先
進
教
育

共
生
型
福
祉
を
学
ぶ

ハット市中学生とビデオ通話を通じて交流

富山型デイサービスを実践する「わくわく小矢部」
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平
成
28
年
10
月
26
日
、
東
京
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ

ボ
ー
で
開
催
さ
れ
た
全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
全
国
か
ら
１
９
９
町
村
議
会
、
和
歌
山
県
内

か
ら
は
４
町
１
村
の
議
会
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
町
村
議
会
広
報
研
修
会
は
、
「
分
か
り
や
す
く
、

伝
わ
る
広
報
誌
の
表
記
」
「
読
ま
れ
て
、
伝
わ
る
議
会
広

報
誌
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
の
広
報
か
ら
企
画

編
集
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

分
か
り
や
す
く
、
伝
わ
る

広
報
誌
の
表
記

住
民
は
、
広
報
誌
を
読
ん

で
い
な
い
と
い
う
前
提
に
立

つ
こ
と
が
大
事
。
そ
こ
か
ら

読
ま
れ
る
広
報
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
ま
す
。

読
ま
れ
る
た
め
に
文
章
の

３
つ
の
マ
ナ
ー
が
必
要
だ
と

い
い
ま
す
。

１
つ
め
は
、
文
章
は
短
く

書
く
こ
と
で
す
。

２
つ
め
は
、
言
葉
・
意
味

の
重
複
を
避
け
る
こ
と
だ
と

い
い
ま
す
。

３
つ
め
は
、
抽
象
的
な
表

現
は
避
け
て
具
体
的
に
書
く

こ
と
で
す
。

読
ま
れ
て
、
伝
わ
る
議
会

広
報
誌

議
会
広
報
誌
の
発
行
目
的

は
、
住
民
と
議
会
と
の
良
好

な
関
係
づ
く
り
だ
と
指
摘
し

ま
す
。

議
会
の
役
割
を
知
っ
て
も

ら
い
関
心
を
高
め
、
と
も
に

よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
い

い
ま
す
。

優
秀
賞
受
賞
議
会
広
報

か
ら
学
ぶ

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
議
会
と

山
形
県
川
西
町
議
会
の
２
誌

か
ら
学
び
ま
し
た
。

金
ヶ
崎
町
議
会
広
報
は
、

発
行
の
ス
ピ
ー
ド
化
で
す
。

１
カ
月
で
町
民
の
手
元
に
届

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別
企

画
記
事
や
住
民
を
で
き
る
だ

け
登
場
さ
せ
る
こ
と
、
質
問

や
議
案
質
疑
し
た
あ
と
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
か
の
結
果

を
載
せ
て
い
ま
す
。

川
西
町
議
会
広
報
は
、
広

報
モ
ニ
タ
ー
制
を
つ
く
り
、

住
民
の
中
か
ら
８
人
を
選
ん

で
原
稿
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

写
真
の
愛
好
者
や
教
育
経

験
者
に
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
な
っ
て
も
ら
い
、
表
紙
の

写
真
や
記
事
の
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

編
集
支
援
や
情
報
提
供
、

提
言
な
ど
の
広
報
懇
談
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
議
会
広
報
の

改
善
点
は

研
修
を
通
じ
て
、
常
に
住

民
の
目
線
で
紙
面
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
企

画
記
事
、
議
会
で
取
り
上
げ

た
問
題
が
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
の
追
跡
記
事
、
住
民
が

登
場
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
写
真

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

の
設
置
、
編
集
期
間
を
短
く

し
、
早
く
発
行
す
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　

増
谷　
　

憲

研修を受ける当広報委員

全国199町村議会が参加した研修会場

読
ま
れ
て
伝
わ
る
広
報
誌

平
成
28
年
度

全
国
町
村
議
会

広
報
研
修
会
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編

集

後

記

こ
の
号
が
皆
さ
ま
の
お
手

元
に
届
く
頃
は
２
月
初
旬
。

改
め
て
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
方
向
性
が
昨
今
、

脚
光
を
浴
び
て
お
り
ま
す
。

有
田
川
町
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
風
力
、
太
陽
光
・
熱
利

用
の
促
進
、
特
に
県
下
で
も

秀
で
た
ゴ
ミ
の
分
別
、
二
川
小

水
力
発
電
施
設
の
建
設
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
試
み
が
エ
コ
の

町
「
有
田
川
町
」
と
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
経
産
省
か
ら

「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
計
画
」
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
。

今
後
と
も
お
力
添
え
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
酉
年
の
本
年
。

福
を
よ
り
多
く
取
り
込
め

ら
れ
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
岡　

省
吾
）

お
問
い
合
わ
せ
☎
５
２

－

２
１
１
１

吉
備
庁
舎
４
階 

議
会
事
務
局
ま
で

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

◎　

増　

谷　
　
　

憲

◯　

小　

林　

英　

世

谷　

畑　
　
　

進

辻　

岡　

俊　

明

林　
　
　

宣　

男

岡　
　
　

省　

吾

広
報
委
員
会
で
は
、
議

会
広
報
誌
「
か
わ
ら
版
」

の
表
紙
を
飾
る
写
真
・
イ

ラ
ス
ト
な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
募
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

有
田
川
町
の
名
所
や
風

景
な
ど
、お
気
軽
に
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

出初式（明恵スポーツ公園） 新春マラソン（東グランド）

巌
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
粟
生
）

写
真
提
供　

宮
本
幸
児
氏

新 春 の ひ と コ マ


